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葉色との関係について

広島大学水畜産学部
教授・農学博士 尾 形 日否 逸

1.はじめに

作物の葉色，とくに緑度は，葉の組織である棚状組織

および，その裏面に接する柔組織の細胞に存在する葉緑

体の密度の大小に，主としてかかわっている。

この葉緑体は述べるまでもなくクロロフィルをもって

おり，言し、かえれば，葉の緑色の濃淡は，このクロロフィ

ルの組織中における含有濃度に，直接かかわっている。

このクロロフィルの葉組織中の濃度は，種々の外的要

因や内的要因によって大きな影響をうけることは，すで

に多くの研究によって明らかにされている。

とくに，この外的要因のうち，窒素の供給条件や，窒

素の形態が，より作物の緑色の濃淡に対し，大きな影響

のあることが良く知られている。

したがって，葉の緑色の濃淡により，逆に作物の窒素

栄養の状態や，あるいは，作物に対する窒素の供給状態

の診断をしたりすることが行われるようになっている。

さらに緑色野菜物の葉色は，庖頭での評価，すなわち商

品としての価値に，関係をもっているととが往々にして

ある。

作物に対して供給された窒素は，殆んどの場合， NOs 
-Nか NHcNの無機態の形で吸収利用され，とくに畑

地条件では， NOg-Nが NHcNに比較して，より多

量に吸収されていると一般に考えられている。

また作物に施与される化学肥料の多くは，すなわち尿

素肥料をのぞけば， NHcNか NOs-Nかによってい

るといってもよいであろう。

ここでは NOg-Nをもっ窒素肥料を作物に与えた場

合，その葉色がどのようになるであろうかを考えてみた

いと思う。

2. NOs-Nの吸収と培地ならびに作物組織のPH.

前にものべたとおり，作物は与えられた窒素を， NOs 
-Nか NHcNの形態で吸収する。この作物に吸収され

る窒素の量は，他のすなわち，カリ，石灰，マグネシウ

ムなどの|湯イオン総量あるいは塩素， リン酸，硫酸など

の陰イオン総量に比較すると，つねに多量に吸収されて

いる。

したがって， NOs-Nは陰イオンであるので，培地の

pHはアルカリ性に傾き， NHcNイオンは陽イオンで

あるので，酸性に傾くことは言うまでもない。すなわち

硝酸塩の窒素肥料は，生理的アルカリ性肥料，アンモニ

ア塩の肥料は，生理的酸性肥料と呼ばれているゆえんで

ある。

第 1表に，上述のことを示すため，スィートソノレゴー

を水耕により栽培し， NOs-Nまたは， NI-IcNを窒素

源として供給した時の，培地の変動を示した。

培地の pI-Iの変動は，培地成分の組成や，緩衝能力に

より多少は興る様相を示すが，結論l切には， NOs-Nな

りNHcNなりの吸収量と，仙の!場イオンなり，陰イオ

ンなりの吸収量の差によっているといえる。

第 1表に示した試験は，水制1:培地とし、う条件で行った

結果であるが，通常の土壌条件の場合でも，同様と考え

てよい。

ただ，土壌条件の場合は，一般に水制|培地の場合と比
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第 1表 スィートソルゴー幼植物の培養による

培地 pHの変動

培養後時間

N03 -N 60ppm 
NH4 -N 60ppm 

培養液量4& 初期 pH5.8。

培養液組成 K2S04にて K2040ppm，

MgS04にて MgO30ppm， 

CaC12~;こて CaO 30ppm， 

NaH2P041';こて P20525pP111， 

FeCitrate~;こで Fe 2Pp111， 

MnS04vこて MnO. 2Pp111， 

N03-Nは NaN03，NHcNは (NH4)2S 

04にて供給。

スィートソルゴ一発芽後2週間のもの 6

個体移植した。

較して，土壌の種類にもよるが，より高い緩衝能力をも

っていると考えられ，その変動巾は小さいものと考えら

れるのさらに土壌条件の場合は，この pHの変動は根圏

域に限られていて，水耕の場合のように， pHの変動が

拡散しづらい。

しかし，作物の生育初期や，作期の短かし、葉菜

類などは，その根国主主が狭く限定されているので，

窒素肥料としてあたえた N03-Nなり NHcN

なりにより，土壌 pHの変動が，鉄，マンガンな

どの吸収に影響をあたえ，ひいては，その葉色の

濃淡に影響をあたえうることは，充分に考えられる。

N03-Nの吸収にともなう培地 pHの上昇については

上記のとおりであるが，この培地 pHの鉄成分の吸収に

ついては，後にのべることとするが， N03-Nを吸収し

た作物の組織の pHの変動を，第 2表に示した。

第 2表 N 03-N， N H4-Nを与えた場合の

スィートソルゴー幼植物組織の PH

と -ユ14A1 
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また3 この範囲での pHの変動は，組織中での生理的

に，活性の Feの濃度に大きな変動を与えるとは考えに

くい。もちろん N03-Nを吸収した作物組織のカリ含

有濃度がより高くなることは，すでに著者らも明らかに

しており，この高カリ含有の組織で、は，鉄の生理的活性

度が低くなり，クロロフィル形成が低下するとの研究成

績もある。

しかし，後にのべるとおり，培地 pHの変動にともな

う培地よりの鉄などの吸収抑制が，より葉色の濃淡を支

配するクロロフィルの形成に対し，大きな影響があると

考えてよい。

3. N03-Nの供給と葉のクロロフィル濃度

第3表 N03-Nを供給した場合のスィートソルゴー

の業組織のクロロフィル量を，その葉組織の単位面積当

りで示した。この単位葉面積あたりのクロロフィル量は

葉の緑色の濃淡を示す， 1つの指標となるものと考えて

よし、。

第 3表 N03-Nまたは NHcNを供給された

スィートソ11-ゴーの葉の単位面積当りの

クロロフィル量および葉組織の平均厚

!交 ppm
クロロフィル量mg/dm'

業厚 mm

クロロフィル量mg/dlげ

業厚 mm

培養液量4&，培養期開発芽後2週間，幼植物の

培養 6週間，培養液交換 5日毎，その他は第 1表と

同じ。培養液 pH無調節

なおこの場合，水耕培地の pHは調節はしていない。

これによると，窒素供給量の低い場合は， N03-Nでも

NHcNでもクロロフィル量:には差異はない。しかし供

給が多くなると， N03-Nは NHcNに比べて，確か

にグロロフィル量は低くなる。しかし，さらに窒素供給

が多量になると， N03-Nは往々に，そのグロロフィル

量を増してくる。この模式図を示すと第 1図のようにな

る。この時の培地 pHの変動の模式図も，同時に示した。

実験条件は第 1表と同時。 また，第 3にクロロフィル量とともに，葉組織の厚さ

組織 pHの測定は組織をH20(2倍量〉にて摩砕し も示した。

た液汁による。 葉の葉色の濃淡は，単位~面積あたりのクロロフィル

これによると， N03-Nを吸収した作物の組織の pH 含量のみならず，薬組織の厚さによっても変ると考えら

は， NHcNの場合に比較すると幾分高めになるが，然 れる。すなわち，単位面積あたりのクロロフィノレ含量が

し，培地のそれに比較すると，決して大きいものではな 同じであっても，葉の厚さがあっくなると，肉眼には淡

い。また N03-Nを吸収した場合，随伴する陽イオン く感ぜられることは，当然のことである。 NOs-Nを供

はカリが主であり，次いでマグネシウム，石灰であるが， 給したスィートソルゴーの葉組織厚は， NHcNに比較

組織 pHは，その組織が生産する有機酸により，平衡が して確かに厚くなっている。

保たれ，大きな変動は通常起りえない。
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第 1図 N Os-N， N H4-Nを窒素源とした時の

培地 PHの変動と葉クロロフィル量の変

動の模式図
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この結果によると，常時 pHを調節し， NOs-Nを供

給すると，単位葉面積当りで表現されるグロロフィル量

は， NHrNの場合に比較して変りない。

家畜ふん尿，堆肥などをあたえると，土

壌よりの窒素の供給がよくなり，しかも，

NOs-N化成量も多く，よく NOs-Nを

作物が吸収されるようになるつすなわち根

圏域も拡がってくるムその作物の葉色が

大へん濃くなってくる。すなわち，根圏 pH

の変動や鉄等の供給は，この場合変化は少

_， _， 
〆

卜
.
芥

N

¥

 

q
u

、
。¥
N

¥

 

、
¥
 

¥
 

¥
 

し、。

平
L
J
k
t

h
川
H
Y
F

このような事は NOs-Nの吸収，代謝

が直接的にクロロフィルー形成量を抑制する

とは考えられない。

むしろ， N03-Nの吸収にともなう培地

pHの上昇に伴う鉄の吸収低下によるクロ

ロフィノレ形j丸::litの低下によるものと考えら

れる。

しかも，このような NOs-N供給によ

る葉色の淡色化の傾向は，作物の生育初期

の根圏域のより狭い11寺Jtjにより顕在化する

し，作物の生育のより後期に見られる葉色

の淡緑化とは， 24った要因によると結論さ

れる。

の Iz卜-......._ _j 

。
低 ← :lj'iJ也袋三長濃度 → 治i

5. 培地 PHの調節と鉄等の供給と葉色との関係

前述のように， NOs-Nを供給した時の葉色の緑度は

たしかに淡くなると考えられる。

この要因としては， NHrNあるいは NOs-Nの吸

収量の差にもとずく葉組織の窒素濃度の差異や， pHの

差異にもとずくクロロフィノレ形成量の差異とは考えづら

また，第4表に示したとおり， NOs-N 

の供給と，吸収に伴う培地 pHの変動によ

る鉄の不溶化による鉄吸収の抑制による，

クロロフィル71引戎のjflHIニによるものであり

マグネシウム等の吸収}f1J11J1Jによるものでな

いことが切らかである。

6. おわりに

NOs-N肥料を施与した場合，佐々にして，その作物

の葉の緑度が淡くなることが見受けられる。業色が淡く

なる原因としては，供給した窒素の効果がなく，窒素利

用の不良にともなう作物の低窒素栄養にともなう直接的

い。このことに関する検討結果については，ここでは示 なクロロフィノレ形成の不良によるもの，または NOs-N

さないが，第4表に示したように， NOs-Nの供給によ の作物体内での代謝にもとずく一次的なクロロフィル形

る葉色の淡色化の傾向は，培地 pHの上昇による培地よ 成の低下などが考えられるが，上記両一要因よりは，むし

りの鉄の吸収抑制にともない，組織中の鉄濃度の低下に ろ N03-Nの吸収による培地ないしは根因土壌 pHの

よるグロロフィノレ形成の速度 第 4表 NOs-N， NH4-Nを供給し， PHの調節，鉄，マンガン，マゲ

の低下による，二次的結果に ネシウム供給強化した時の葉のクロロフィル量 Cmg/dm2)

よるものと考えられる。

第4表に NOs-Nを供給

した時の水耕培地の pI-Iの調節，鉄濃度の鉄供給による

強化，マンガン，マグネシウムの供給強度の増加の効果

を検討した。

培養条件は第 1表と|司じ。

培養期間は第 3表に示したとおり 6週間。培養

液交換は 7日毎とした。
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の高い土壌では，葉色の緑度の淡化は顕在化はしないで

あろう。

上昇による，一時的な鉄の不溶化にともなう鉄吸収の低

下の，二次的要因と考えられる。

したがって N03-N肥料を窒素源として施与する場

合，土壌の pH変動に対する緩衝能が高く，かつ鉄供給

(文献は省略した。本文に揚げたデータは著者によって)
得られたものである。

53年産米収穫量は史上最高記録?

来年10月末在庫は600万トンを突破

また向う 3年間も含めた10年計画の水田利用再編

対策については，農政全体との関連で見直すことに

なっている。

農林水産省が 9月15日現在でまとめた， 53年水稲

の作柄概況，作付面積について，中川農相が10月3

日閣議で報告したところによると次の通りである。

すなわちく作況〉は，平年にくらべて 7%増(指

数 107)と，ひと月前に予想した i6%増」を更に

上回り， 10 a当たりの収量は 494kgと史上最高を記

録する見込と云われる。つまり，この順で行くと，

10月末の政府古米在高は 600万トンに迫るばかりか

来年10月には 620万から 630万トンの余剰米を抱え

込むのは確実とあって，農林水産省は，これが対策

に腐心している。

作況指数を分類すると， (平年比〉が 106以上は

「良J，102~105 は「やや良J ， 99~101 が「平年並

み」であるが，今回の調査では「平年並み以下」の

県はゼロ， i良」が37県 (8月15日調査では26県)，

「やや良」が10県(同21県〉となり，各県ともほぼ

予想以上の収穫が見込まれる訳である。

豊作の原因は，全国的な好天と高温で，この結果

53年産水稲の収穫量(試算〉は1251万トンで，陸稲

を含めた米全体の収穫量は1257万5千トン(平年は

1171万 2千トン〉となる見込みで、ある。農林水産省

は当初， 1170万トンの収穫量を見込んでいたので，

これをさらに80万トンも上回ることになる。

農林水産省では， 53年産米の作柄概況がまとまっ

たのに伴って， 10月3日，当面の減反政策について

検討した結果，向う 3 年間 (53~55年度〉の目標面

積(毎年39万2千ha=170万トン相当〉は変更しない

ことに決定した。

これは，既に目標の i3年固定」を“公約"とし

ている関係上，この原則をくづすと農家の信頼を失

う可能性があるという理由によるものと見られる。

ただ目標を変えなくても，農家の協力を得て減反

の上積みをするよう指導する考えだと云われてい

る。
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